
投票区 投票所 当日有
権者数

投票
者数 投票率

第１
能都社会福祉会館（能都庁舎）
1 階集会室

1,798 1,161 64.57

第２ 宇出津小学校　1 階ロビー 1,755 1,085 61.82

第３ ひばり保育所　遊戯室 906 598 66.00

第４ 三波公民館　集会室 303 192 63.37

第５ 矢波地区集会所 286 194 67.83

第６ 神野公民館　ホール 598 382 63.88

第７ 鵜川公民館　図書室 1,076 683 63.48

第８ 瑞穂公民館　和室 704 445 63.21

第９ 宮地生活改善センター　集会室 248 174 70.16

第 10 柳田体育館 1,431 1,009 70.51

第 11 小間生公民館　会議室 491 334 68.02

第 12 上町地区生活改善センター　和室 821 550 66.99

第 13 岩井戸公民館　会議室 229 159 69.43

第 14 当目地区多目的研修集会センター 235 160 68.09

第 15 斉和多目的集会所 205 158 77.07

第 16 内浦福祉センター　1 階集会場 1,945 1,101 56.61

第 17 上区集会場 256 172 67.19

第 18 不動寺公民館　集会室 515 324 62.91

第 19 秋吉公民館　集会室 341 208 61.00

第 20
白丸コミュニティ施設　
多目的交流ホール

719 399 55.49

第 21 能登勤労者プラザ　体育館 388 222 57.22

第 22 小木地区活性化センター　ロビー 1,958 1,064 54.34

第 23 高倉保育所　遊戯室 1,048 592 56.49

第 24 小浦地区集会所 205 145 70.73

合　　計 18,461 11,511 62.35

参議院選挙区選出議員選挙投票率

平成 22 年 7 月 11 日執行　参議院議員通常選挙開票結果

投票率は62.35％（選挙
区 ）

　第 22 回参議院議員通常選挙は、7 月 11 日㈰に投票が行われ即
日開票されました。選挙区の投票率は前回（平成 19 年 7 月 29
日執行）を 2.05 ㌽下回る 62.35％でした。
　能登町の投票・開票結果は次のとおりです。

【選挙区】

西原　あきら  （民主党） 3,767

おかだ　直樹（自由民主党） 6,967

近松　みき子（日本共産党） 428

無効投票 348

不足 1

【比例代表】

幸福実現党 32.857

みんなの党 683.750

民主党 3,031.410

女性党 32.142

自由民主党 4,975.320

新党改革 81.000

社会民主党 198.000

たちあがれ日本 88.123

日本創新党 29.000

国民新党 387.878

公明党 1,145.250

日本共産党 212.261

無効投票 607

不足 1
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①
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平
成
17
年
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か
ら
21
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で
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5
年
間
（
第
1
次
行
政
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革
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の
取
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組
み
実
績
を
報
告
し
ま
す
。

（
主
な
も
の
、
金
額
は
5
年
間
の
合
計
）

本
年
度
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第
2
次
能
登
町
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
」

を
策
定
し
大
綱
と
実
施
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
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図
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○
事
務
事
業
の
改
善
・
効
率
化

▽
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と
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り
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務
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善
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は
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に
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化
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▽
事
務
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業
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と
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て
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の
目
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も
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町
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町
は
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社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
た
簡
素
で
効
率
的
な
町
政
の
実
現

を
推
進
し
、
行
政
改
革
に
町
民
の
意

見
を
広
く
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映
さ
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る
こ
と
を
目
的

に
、
能
登
町
行
政
改
革
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価
委
員
会

を
設
置
し
ま
す
。

問
総
務
課
行
財
政
改
革
室

　

☎
62
―
８
５
１
０
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職員数の推移 能登町行政改革実績額

H16

100 2 億

6 億
4 億

10 億

14 億

16 億

12 億

8 億

200

300

400

500

600

700
（人） （円）

594 577 570
547

503
476

2億4100万

7億3700万

11億7400万

H17 H17H18 H18H19 H19H20 H20H21 H21

◆ ◆ ◆ ◆
◆ ◆

15億7200万
15億2800万



9    19日

【日時】9 月 19 日日 7:30 ～ 8:30 受付・健康診断（雨天決行）
【場所】柳田運動公園（柳田体育館・野球場）
【種目】☆走ろうの部：ハーフ・10 ㎞・5 ㎞・3 ㎞

　　　　※ハーフのみ、12 時までの時間制限があります。

　　　  ☆歩こうの部：せせらぎコース 5 ㎞・やませみ　
　　　  　コース 10 ㎞・猿鬼健脚コース 13 ㎞（スタン
　　　　  プを押しながら巡ります）

【ゲストランナー】丸山和也氏（国際弁護士）
【参加費】走ろうの部： 一般 3,000 円

　　　　  　　　　　     高校生以下 1,500 円
　　　　  歩こうの部 ：1,500 円（年齢は問いません）

【申し込み】
○参加申込書に参加費を添えて最寄りの金融機関窓口へ
　（興能信用金庫の場合、手数料は不要）
○現金書留・郵便小為替で事務局へ郵送または直接
○インターネット・携帯サイト（http://runnet.jp/）

【申込用紙】
役場各庁舎窓口、各公民館、興能信用金庫各店窓口、教育
委員会事務局などにあります。

【申込締切】　8 月 23 日月※消印有効
※歩こうの部やませみ・せせらぎコースは当日申し込みが可能です。

【問い合わせ】大会事務局（教育委員会事務局内）
　　　　　　  ☎ 72-2509　FAX72-2393

丸山和也氏講演会（大会記念講演）

「１パーセントの挑戦
～ 24 時間マラソンの裏話～」

【日時】9 月 18 日土
　　　　18:00 ～ 19:20

【場所】柳田山村開発センター
　　　（役場柳田庁舎裏）

【料金】無料
※駐車スペースが少ないので、できる
だけ乗り合わせてご来場ください。

【PROFILE】
1946 年兵庫県生まれ。69 年早稲田大学法学部
卒業、上級職試験合格後法務省を経て、70 年に
司法試験に合格。76 年渡米。ワシントン大学ロー
スクールに入学し卒業（LLM）、その後ロサンゼ
ルスの法律事務所に 3 年間勤務。80 年に帰国後、
弁理士登録を経て特許事務をも扱う。企業間の
紛争・交渉等を中心とした国際法務を得意とす
る他、各種特許紛争および個人の問題も幅広く
取り組む。07 年、参議院選挙に当選。
現在、「丸山国際法律事務所」代表。

夏の夜の恋路物語

8 月 8 日日
18:00 ～ 21:00

　恋の伝説が伝わる恋路海岸で、約 5000 個の

灯りをともします。ライトアップされた弁天島

や灯りが織りなす幽玄な世界をお楽しみくださ

い。ステージイベントも予定しています。

【場所】恋路海岸

【日程】18:00 ～　開会式（点灯式）

　    　   18:30 ～　ステージイベント

　　　  ①松波唐獅子太鼓

　　　  ②縄文女組太鼓

　　　  ③石川二郎・三春千恵子歌謡ショー

　　　  ④フラ・ハーラウ・カフラ・オ・ハワイ

　　　　  石井恵子教室（フラダンス）

　　　  ⑤洋山会（民謡・尺八）

港町宇出津
灯りフェスティバル

9 月 19 日日
【場所】宇出津地内

「灯りコンテスト」参加者募集
　寺社、広場、公演など使ってガラスコップと

ロウソクで灯りの空間を演出してみませんか。

企業、町内会、グループなど何人からでもＯＫ！

表彰、参加賞あり。

※ガラスコップとロウソクは事務局で用意し

　ます。

【申し込み・問い合わせ】

能登町商工会☎ 62-0181

キリコと灯りの祭典

8 月 21 日土
11:00 ～

　四季を通じて能登の食材をアピールする「五

感まるごと能登づくし」の一環として、今年も

「キリコと灯りの祭典」を開催します。盛りだ

くさんのステージイベントと能登町の食材をお

楽しみください。

【場所】柳田植物公園お祭り広場

【主なステージイベント】

伝統芸能

仮面ライダーＷがやってくる！

クライマックスは音楽花火

【五感まるごと市】

能登牛、ブルーベリー、地酒など

【ゲスト歌手】

三木ひろし、黒木姉妹

【問い合わせ】

キリコと灯りの祭典実行委員会事務局

☎ 76-1680（植物公園内）
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　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行防止と罪を犯した
人たちの更正について理解を深め明るい社会を築こうとする全
国的な運動で、今年で 60 回目を迎えました。毎年 7 月の強調
月間に合わせて、7 月 1 日に珠洲・能登地区保護司会のメンバー
8 人が能都庁舎を訪れました。
　政田ますみさんが法務大臣からのメッセージを持木町長に伝
達。持木町長は、保護司の活動に感謝するとともに「犯罪のな
い地域づくりに取り組んでいきたい」とあいさつしました。こ
の後、保護司会のメンバーは街頭広報活動に出発しました。

犯罪や非行のない明るい社会を
社会を明るくする運動 協力してプランターを運ぶ能登青翔高校の生徒

能登青翔高校「柳田フラワーロード計画」

　能登青翔高校が取り組む「柳田フラワーロード計画」。高校
生ボランティア講座事業の一つとして、花のプランターを設置
して通行人の心を和ませたいという思いから企画されました。
　サルビアが植えられたプランターは、生産科学科の生徒が授
業の一環として花の苗を育て、生徒全員で植えたものです。6
月 25 日には、柳田地区の郵便局や体育館、公民館など 6 カ所
にプランター 50 鉢を運び、設置しました。
　高校生が丹精込めて育てたサルビア。中斉地区のサルビア
ロードと共に、能登町の夏を真っ赤に彩ります。

サルビアが咲き誇る柳田地区

法務大臣のメッセージを伝達する政田さん

７月
挿し木をしたのとキリシマツツジに水やりを行う生徒

のとキリシマの挿し木を学ぶ
能登高校・能登青翔高校合同授業

　7 月 6 日、能登高校地域創造科農業コース 2 年生 12 人と能
登青翔高校生産科学科 3 年生が、のとキリシマツツジの挿し木
の技術を学びました。この授業は、これまで能登青翔高校で続
けられてきたのとキリシマツツジの挿し木や栽培の技術を能登
高校に引き継ぐことを目的に実施されました。
　能登高校の生徒は、能登青翔高校の生徒らに教わりながら新
芽を切り取り、1 本 1 本丁寧に挿していきました。6 月の授業
と併せて約 1000 本が挿し木されたのとキリシマツツジ。8 月
中旬ごろに発根し、10 月ごろに鉢上げされる予定です。

　能登町の活性化策を研究する学習院大学・上田隆穂ゼミと法
政大学・木村純子ゼミの学生約 60 人による研究発表会が、６
月 25 日に国民宿舎能登うしつ荘で開かれました。
　学生たちは今年２月にも能登町を訪問。フィールドワークや
地元産業体験などを通じて考え抜いた「活性化策」をグループ
ごとに披露しました。法政大学のグループは観光客数の増加を
目標に掲げ、悲恋伝説が残る恋路海岸に着目。大学生をターゲ
ットに恋愛成就の祈願を目的とした観光バスツアーや大学内の
パソコン画面を使った広告などを提案していました。

恋愛成就バスツアーなどを提案
能登町活性化プロジェクト最終発表合宿

　石川県が誘致活動を進めている中国からの教育旅行。その第
1 回目のツアーが 7 月 3 日から 6 日間の日程で行われ、6 日に
児童や引率教員ら約 40 人が能登町を訪れました。
　中国教育生は、最初に能都中学校を訪問し生徒らと交流。剣
道体験やうちわ作りを楽しみました。その後、春蘭の里の農家
民宿 10 軒に分かれて 1 泊しました。農家民宿では、それぞれ
野菜の収穫や料理の手伝いなど日本の田舎体験を用意。民宿の
おやじさんやおかみさんは、中国語の本を片手に身ぶり手ぶり
でコミュニケーションを取っていました。

おかみさんと野菜の収穫をする中国教育生＝農家民宿「かきお」で

中国の児童が日本の田舎を体験
中国教育旅行生が来町

「あじさい」の文字の形に並べられた灯り

あじさい花灯り回廊

　あじさい寺として親しまれる平等寺（寺分）で 7 月 11 日、
能登ふるさと博のイベント「あじさい花灯り回廊」が行われま
した。平等寺には、住職の上野弘道さんが 22 年にわたって植
栽した約 130 種 4000 株のアジサイが咲き誇っています。
　実行委員長の本間侑さんは「雨模様ですが、灯りに照らされ
たアジサイを楽しんでください」とあいさつ。境内に並べられ
た約 1500 個の灯りが、色とりどりのアジサイを幻想的に照ら
していました。本堂では太鼓演奏や歌謡ショーなども行われ、
訪れた人たちを楽しませていました。

アジサイと灯りの幻想的な競演

活性化策を発表した学生たちに質問する参加者

▲ 「マジンガーＺ」や「デビ
ルマン」など、おなじみのア
ニメソングを熱唱した「アニ
ソンの帝王」水木一郎さん

▲開会前、能都ロータリー
クラブが宇出津港いやさか
広場に設置した眺望サイン
の序幕式が行われました。
案内板には、広場から望む
北アルプスの山々の名前や
標高などが記されています

　能登半島の伝統文化や食、自然の魅力を全国に発信する「能登ふ
るさと博」。そのオープニングイベントが、7 月 2 日に宇出津港いや
さか広場で行われました。谷本正憲県知事は「県、市町、住民が一
体となって能登ふるさと博を盛り上げ、観光客の受け皿にしたい」
とあいさつ。特設ステージでは、伝統芸能や太鼓演奏などが披露さ
れました。メーンイベントとして、アニメソングでおなじみの水木
一郎さんのライブも行われ会場は熱気に包まれていました。

能登ふるさと博オープニングイベント

４市５町が元気な能登を発信
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まちからのお知らせ＆ニュース

【能登町役場】☎62-1000（代）　

能都庁舎（FAX62-4506）
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　収納対策室☎62-8506
    環境対策課☎62-8507

　町民課☎62-8500
　能都サービス室☎62-8500
　ふるさと振興課☎62-8532
　海洋深層水対策室☎62-8533
　会計課☎62-8509

柳田庁舎（FAX76-0039）
　広報情報推進課☎76-8301
　農林水産課☎76-8302

　柳田サービス室☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

内浦庁舎（FAX72-2108）
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503

　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　ねんりんピック推進室
　　　　　　☎72-0555
　内浦サービス室☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局☎72-2509
　　
議会庁舎　議会事務局☎76-8310

空き家情報マイバッグ

町会区長会

能登消防署☎ 62-0492

児童扶養手当ほか

能登有料道路

募集お願い

ニュース

お願い

お知らせ

お知らせ

能登有料道路の新割引制度が始まります

問建設課   ☎ 76-8304

問ふるさと振興課   ☎ 62-8532問環境対策課   ☎ 62-8507

問健康福祉課   ☎ 72-2512

問企画財政課   ☎ 62-8503

町営住宅情報募集

町営住宅の入居者を募集します

あなたの空き家を登録しませんかマイバッグは地球温暖化防止の第一歩

町会長・区長に県知事表彰など

花火は楽しく、安全に

受給資格現況届を提出してください

　8 月 1 日から、町民の皆さんに対する能登有料道路
通行料金の新たな割引制度が始まります。
　この割引制度を利用する場合には、あらかじめ役場
や県総合事務所、土木事務所の販売窓口で新割引通行
券を購入する必要があります。

◎新割引通行券の利用は平成 22 年 8 月 1 日㈰午前０
時からです。
◎新割引通行券の発売枚数は、一人１回当たり 10 枚
を限度とします。
◎現行の割引通行券の払戻しは行いませんが、8 月 1
日以降も利用可能です。
※平成 22 年 8 月 31 日㈫までの間、販売窓口にて申
請書を記入し差額分を負担することで、新割引通行券
との交換も可能です。交換は全区間未使用のものに限
ります
◎発売場所、発売方法はこれまでと変わりません。
　料金表については 7 月配布のチラシまたは町ホー
ムページをご覧ください。

問企画財政課   ☎ 62-8503

〈募集期間〉8 月 11 日㈬まで
〈対象住宅〉
　わすみ団地　1 戸（3LDK）　上町ほ字 27 番地
　家賃　 月額 35,000 円

〈入居資格〉
　①能登町に住所を有する人（予定者を含む）
　②住宅に困窮していることが明らかな人
　③町税などの滞納がない人
　④収入基準　入居者の所得
　　月額が 158,000 円超
　⑤単身の人は、ご遠慮いた
　　だくことがあります

　空き家があるけれど「当分住む予定が無いので貸し
たい」、「売りたい」と思っている所有者の皆さん、空
き家登録をしませんか。
　能登町は、町内の空き家を、より良く活用するため
に昨年 12 月から「能登町空き家情報」事業を行って
います。貸したい・売りたいと考える空き家の所有者
が、空き家を町に登録申請します。その後、町が委託
している能登町宅地建物取引業組合が登録可能かを調
査し、登録可能ならばホームページ（http://notolife.
com/）に掲載します。
　「家が古いから」「空き家内に荷物があるから」と考
えている人も相談に応じることができますので、お気
軽にお問い合わせください。

〈問い合わせ先〉
・空き家情報登録の運用について
　　　ふるさと振興課☎ 62-8532
・空き家・ホームページについて
　　　能登町宅地建物取引業組合☎ 62-2022

　レジ袋は、ごみとして燃やすときだけでなく、製造
過程でも二酸化炭素が排出されます。
　レジ袋 1 枚を使わないことで 60 ㌘の二酸化炭素排
出を抑制することができます。石川県では、年間 3
億枚のレジ袋が使われているとされ、原料となる原油
はドラム缶（200 ㍑）3 万本分にもなります。
　温暖化防止と資源の有効活用のためにマイバッグの
大切さを再認識しましょう。

　石川県町会区長会連合会の表彰式が 7 月 22 日、県
地場産業振興センター（金沢市）で行われ、次の皆さ
んが表彰を受けました。（敬称略）
知事表彰：川端晃（錦町）
知事感謝状：岩井俊雄（中町）
県連合会長表彰：川端登喜
夫（三番町）、辻野貞英（西
安寺）、寺西喜久次（豊ヶ丘）、
橋爪清次（田代）、上出八郎

（四方山）、池崎裕治（明生）

①花火に書いてある遊び方を読む。
②人に向けたり、燃えやすい物のそばでしない。
③手持ち花火は手の位置に注意する。
④風の強い日にはしない。
⑤水を入れたバケツを用意する。
⑥必ず大人と一緒に楽しむ。
⑦一度にたくさんの花火をつけない。
⑧正しい位置に、正しい方法で点火する。
⑨筒もの花火は途中で消えてものぞかない。
⑩花火をポケットなどに入れない。
⑪花火をほぐして遊ばない。
※花火が終わったらごみはしっかり処理しましょう。

　現在、児童扶養手当およびひとり親家庭等医療費受
給認定を受けている人は、前年所得などの支給要件を
確認するため、現況届を提出してください。
　期間中に手続きをしない場合は、支給期日に手当が
受けられなくなります。早めに手続きをしましょう。

〈手続期間〉8 月 2 日㈪～ 8 月 31 日㈫
〈必要な物〉

児童扶養手当（現況届、証書、養育費に関する申請書、
印かん、保険証、住民票）
ひとり親家庭等医療費（現況届、受給資格証、保険証）
※ 2 年間手続きをしない場合は、資格がなくなります。
※父子家庭の児童扶養手当申請も始まります。

パブリックコメント募集

能登町過疎地域自立促進計画（案）
パブリックコメント（住民意見）募集

　能登町は、今後６年間（平成 22 年度～ 27 年度）
の過疎地域自立促進の指針となる新しい計画の策定を
進めています。このほど、計画（案）を取りまとめま
したので、この計画を広く公開し皆さんからのご意見
を下記要領で募集します。

①ご意見の提出期限
　平成 22 年 8 月 16 日㈪まで
②ご意見の提出方法
　住所、氏名、連絡先を明記のうえ、次のいずれかの
方法で提出してください。（様式は任意）
　（１）電子メールの場合
　　メールアドレス：kikakuzaisei@town.noto.lg.jp
　（２）ＦＡＸの場合
　　ＦＡＸ番号：0768-62-4506
　（３）郵送の場合
　　〒 927-0492 能登町字宇出津新１字 197 番地１
　　能登町企画財政課　企画係　あて
　（４）直接持参
　　能登町企画財政課（能都庁舎２階）
③公表資料の閲覧方法
　計画（案）は各庁舎（能都・柳田・内浦サービス室）
窓口で閲覧できます。町ホームページでも公開してい
ます。
④その他
　お寄せいただいたご意見は、担当課で整理・集約し
たうえ、町の考え方と共に公表する予定です。このた
め、個々のご意見に対して個別に回答しませんので、
あらかじめご了承ください。

空き家情報ホームページに掲載されている物件例

162010.8  № 6617

８月の納期税金

町県民税第２期、国民健康保険税第２期
の納期限は8月31日㈫です

問税務課☎ 62-8505
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【入札結果】
6月16日～7月15日

件　  名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

公共下水道事業（松波処理区）雨水函渠工事　その 1 松波 上下水道課 28,350,000 ㈱西中建設

公共下水道事業（松波処理区）雨水函渠工事　その 2 松波 上下水道課 28,665,000 興信工業㈱

公共下水道事業（松波処理区）雨水函渠工事　その 3 松波 上下水道課 28,560,000 ㈱サンテック

公共下水道事業（松波処理区）　路面本復旧工事 松波 上下水道課 14,910,000 北川ヒューテック㈱

秋吉公民館改修工事 秋吉 教育委員会事務局 7,770,000 ㈱西中建設

柳田地区　鈴ヶ嶺工区　農道舗装工事 鈴ヶ嶺 農林水産課 5,985,000 島屋建設㈱

モデル農場管理棟　建築工事 上町 農林水産課 7,980,000 北能産業㈱

超音波白内障手術装置購入 宇出津 病院 7,035,000 冨木医療器㈱

町道 2 級笹川十郎原 1 号線　道路改良工事（舗装工） 十郎原 建設課 12,495,000 島屋建設㈱

凍結防止剤散布車（乾式 2.5 ㎥級）購入 柳田 建設課 15,540,000 能登建販㈱

公共下水道事業（松波処理区）管渠築造工事　その 2 松波 上下水道課 21,315,000 ㈱西中建設

気象観測ロボット整備工事 上町 広報情報推進課 7,192,500
シンワ通信工業㈱
能登支店

広報紙では、契約金額が500 万円以上の入札結果を掲載しています。全入札結果は
町ホームページに掲載していますので、ご覧ください。　　　問監理課☎62-8504
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か

れ
る
こ
と
を
体た
い
け
ん験

し
ま
し
た
。

　

ポ
ー
ル
さ
ん
は
「
こ
の
場ば

を
き
っ

か
け
に
し
て
、
英え
い
ご語

を
話は
な

す
こ
と
に

も
っ
と
自じ
し
ん信

を
持も

っ
て
も
ら
え
れ
ば

う
れ
し
い
」
と
話は
な

し
て
い
ま
し
た
。

さまざまな意見が出されたフリートーキング

ポールさんを中心に英語でのコミュニケーションを楽しむ参加者

　

使
用
済
み
食
用
油
や
菜
種
油
な
ど

を
原
料
に
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
バ
ス
や
ト
ラ
ッ

ク
、
建
設
用
機
械
な
ど
に
多
く
利
用

さ
れ
て
い
る
軽
油
の
代
わ
り
に
使
お

う
と
い
う
試
み
が
全
国
的
に
進
ん
で

い
ま
す
。

　

食
用
油
を
捨
て
ず
に
再
利
用
す
る

こ
と
は
、
川
や
海
の
水
質
汚
染
防
止

に
も
役
立
ち
ま
す
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
、
植

物
資
源
が
原
料
な
の
で
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

軽
油
に
比
べ
て
大
気
汚
染
の
原
因
と

な
る
物
質
が
少
な
い
と
い
う
特
徴
も

あ
り
ま
す
。

　

能
登
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

で
も
、
家
庭
か
ら
出
る
使
用
済
み
食

用
油
の
回
収
・
資
源
化
の
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
や
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
に
Ｂ

Ｄ
Ｆ
の
資
源
作
物
を
栽
培
す
る
こ
と

な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
全
国
の
先
進
事
例
紹
介
】
京
都
市

　

京
都
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
防

止
と
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構

築
に
向
け
て
、
市
民
・
事
業
者
お
よ

び
行
政
が
連
携
し
て
家
庭
や
事
業
所

か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
食
用
油
を
回
収

し
、
利
活
用
す
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
化
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
に
は
①
化
石
燃

料
の
使
用
抑
制
に
よ
る
地
球
温
暖
化

防
止
②
環
境
に
優
し
い
低
公
害
燃
料

③
市
民
啓
発
（
環
境
意
識
の
向
上
）

な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
家
庭
か
ら
の
廃
食
用
油
の

回
収
拠
点
は
市
内
１
０
０
０
拠
点
以

上
、
回
収
量
は
年
間
15
万
㍑
と
な
る

な
ど
取
り
組
み
の
輪
が
大
き
く
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

製
造
さ
れ
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

　
　
　
　

燃
料
１
５
０
万
㍑
は
、
ご

　
　
　
　
　

み
収
集
車
２
２
０
台
、

　
　
　
　
　

市
バ
ス
95
台
な
ど
に
利

　
　
　
　
　
　
　
　

活
用
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

※
参
考
：
㈳
日

　
　
　
　
　
　
　
　

本
有
機
資
源
協

　
　
　
　
　
　
　
　

会
「
バ
イ
オ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
」

ＢＤＦ化事業
イメージ図

182010.8  № 6619

　

6
月
30
日
、
平
成
22
年
度
の
能

登
町
納
税
貯
蓄
組
合
表
彰
式
が
能

都
庁
舎
で
行
わ
れ
、
次
の
皆
さ
ん

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

▽
組
合
長
名
（
組
合
名
）
敬
称
略

能
登
町
長
表
彰

▽
加
藤
三
千
雄
（
酒
垂
町
）
▽
久

田
静
兒
（
昭
和
町
）
▽
笠
原
春
雄

（
大
棚
木
あ
け
ぼ
の
）
▽
安
田
笑

美
子
（
波
並
西
出
組
）
▽
坂
本
喜

美
枝
（
波
並
東
出
組
）
▽
藥
師
錦

一
（
矢
波
浜
出
組
）
▽
谷
内
静
雄

（
小
間
生
）
▽
中
橋
宇
機
雄
（
久

田
第
３
）
▽
小
坂
礼
次
（
上
出
町
）

▽
出
島
健
二
（
山
口
第
２
）
▽
番

匠
尚
美
（
高
浜
第
２
）

輪
島
地
区
税
務
協
議
会
長
表
彰

▽
谷
口
和
雄
（
鵜
川
栄
町
）

奥
能
登
地
方
税
務
協
議
会
長
表
彰

▽
髙
井
邦
夫
（
八
の
田
）

輪
島
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
表
彰

▽
松
浦
健
吉
（
浜
出
町
）

能
登
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長

表
彰

▽
下
谷
登
（
下
鶴
町
）
▽
河
合
元

一（
鵜
川
本
町
）▽
新
田
豊（
木
住
）

▽
鳥
越
貞
夫
（
宮
地
中
央
）
▽
鳥

本
要
治
（
宮
地
地
区
）
▽
藤
田
三

喜
男
（
柏
木
）
▽
木
原
義
雄
（
鴨

川
）
▽
谷
坊
秀
雄
（
万
敷
）
▽
濱

田
祐
嗣（
浜
町
）▽
吉
村
安
弘（
国

重
）
▽
山
本
眞
知
子
（
高
浜
第
１
）

平
成
22
年
度

納
税
貯
蓄
組
合
表
彰
式


